平成25年度地域支え合い体制づくり事業
実施状況報告書
団体等名特定非営利活動法人　風小僧　　　　　　　　　　　　　　　　

１　団体の情報
	代表者
	職（会長、理事長等）：代表理事
ふりがな

氏　名：森田徳幸

	会員人数
	３１人

	活動人数

(実際に活動を行う人数)
	4～12人

	活動地域
	魚沼市
主に入広瀬地区

	連絡先


	住所：〒946－0305
魚沼市大栃山１８３番地
電話番号　　　：025－798－4701
携帯電話　　　：090－7187－2865
ＦＡＸ番号　　：025－793－7003
メールアドレス：kazekozo@opal.ocn.ne.jp
　　 ふりがな

担当者氏名　　：森田徳幸（もりたのりゆき）
担当者の職　　：代表理事
担当者の氏名　　：梅井美子　（うめいよしこ）　

担当者の職　　：事務局長


※　上記以外で、県へ報告すべきと思われる昨年度からの変更事項がありましたら、御連絡ください。
２　今年度実施している活動の種類に○をつけ、それぞれの項目に記入してください。

	活動の種類
	昨年度から実施している活動
	今年度から新たに始める活動
	活 動 の

実施頻度
	対象者
	対象人数

(実人数)

	①　訪問活動


	
	
	
	
	

	②　あいさつ運動
	
	
	
	
	

	②　地域パトロール
	
	
	
	
	

	③　買い物支援

１００円ショップツアー
	
	〇
	第１回目
	高齢者
	未定

	④　除雪支援


	〇
	
	１１世帯
	高齢者
	４１人

	⑤　送迎サービス


	
	
	
	
	

	⑥　②～⑤以外の日常生活支援活動（雪囲い）
	〇
	
	８世帯
	高齢者
	１１人

	⑦　配食サービス


	
	
	
	
	

	⑧　地域の茶の間
	〇
	
	月２回
	高齢者、子供
	２２１人

	⑨　人材育成

（研修会の開催）


	　　〇
	
	
	新規採用集落支援員
	１~３人

	⑩　その他
	
	
	
	
	

	（その他の活動概要）
魚沼市集落支援員「茶の間」の開催時、お手伝いに参加してもらっている２人~４人


３　今年度実施している活動の概要を記入してください。
　　
	Ｈ２５年度の活動予算金額：４０万円
収入源：参加費、補助金、寄付金　


	【活動概要】

　※欄が不足する場合は、この用紙をコピーして使用してください。

　※今年度の活動計画について、既存資料がある場合は、その資料を送付してください。
〇「地域の茶の間」参加者の要望などを多く取り入れることができるようになった
　　季節的な事もあるが冬期間以外は「茶の間の遠足」月１回２～４時間程度、お弁当を作ってあげて野外での「地域の茶の間」活動をしている（この要望が一番多い）
　　料金についても茶の間の参加費同様４５０円で行っている。

〇冬期間の「茶の間」開催は市内在住の一芸の持ち主にボランティアで演芸をお願いしている、茶の間を盛り上るのには欠かせない存在になりつつある出演者にとっても活躍の場を結果、提供していることとなり双方に効果があるようだ。
〇当初予定していた訪問活動はあまり受け入れられず当初は面識がないからだと思っていた、地域出身の女性メンバーが訪問活動に加わって本音を聞くことができた、それぞれ事情があるようでリーフレットと連絡先が明記されたカードを
　　配り要請があればいつでも伺うことができる体制にとどまっている。
〇除雪支援は昨年度、ほぼ要請にこたえることができたが本年度も除雪機のリース料の負担などが増え財政面で厳しくなるが、近隣の高齢者からの期待も大きいことから昨年同様の体制で行う、また県募集の除雪ボランティア「スコップ隊」など行政の力も借りながら除雪体制を維持していく。
　　
〇活動の実施方針については月２回の「茶の間」開催時に終了後１時間程度の話し合いの場を設けている現在までスムーズな運営が行われている。
〇本年度から入広瀬幼稚園の園児との交流が始まり月１回茶の間に参加いただき高齢者を和ませている、さらにはお孫さんなどがいるときなどは血縁の方の参加が多くななりにぎやかな茶の間が開催できている。

〇初めての試みでありますが参加者の希望も多く１００円ショップツアーを今月行います、生活必需品の買い物よりもレクリエイション的な買い物が喜ばれるようです。


４　自由記載欄（行政へのご意見等）　


様式１





実施している活動について記入してください。


つけてください。





実施している活動について○をつけてください。





茶の間の運営スタッフは申し分なく高齢者の話し相手になりよく気使い参加者には感謝されている、お茶、昼食材料などは参加費で何とか賄えていますが、一番頭の痛い問題はこれからの暖房費です、当初の予算では高齢者が満足する室温に達せず苦慮しています


薪をつくり薪ストーブなども併用しながら開催していますが、なかなか「暖かい」まではならず


参加者に不便をかけています


冬期間に限り暖房費の補助などがあると大変助かります。








